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 本論文は、以下のように、序章、本論部分 10章および終章から成っている。 
 
序章 
第 1章 川島正次郎と東葛飾郡を巡る史的前提―1924年 1月県会議員選挙の分析― 
第 2章 1924年 5月第 15回総選挙と川島正次郎 
第 3章 川島正次郎と『二大選挙』―1928年の 2つの普選― 
第 4章 代議士個人後援会の誕生 
第 5章 1930年 2月第 17回総選挙と川島正次郎 
第 6章 1932年 2月第 18回総選挙と川島正次郎 
第 7章 川島正次郎の成長  
第 8章 1936年 2月第 19回総選挙と川島正次郎 
第 9章 1937年 4月第 20回総選挙と川島正次郎 






















































































る。なお、口述試験は、2015年 12月 16日専修大学神田校舎 7号館 773教室において公開
で実施し、傍聴者として本学教員・大学院生など 7名が参加した。 
 
 以上、学位請求論文ならびに口述試験を総合的に判断して、審査委員 3名は一致して、
車田忠継氏に博士（歴史学）の学位を授与することを認める結論に達した。 
 
以上 
5 
 
